
 

請願・陳情 文書表 

    

５・３定   請願第１号 

受 付 年 月 日 ５． ８．１６ 付 託 委 員 会 子育て文教 

提  出  者 
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●● 

 ●● ●●●●●●●●● 

紹 介 議 員  たけいし よういち（令和５年９月４日紹介取消し） 

提 出 者 か ら の 説 明 希 望 の 有 無 有 ・ 無 

件   名   と   要   旨 

 

（件 名）  

いじめ対応及び調査に関することについて 

 

（要 旨） 

学校，市教委，調査委員会等が，いじめの実態が明らかになる前から，家族関係や家庭環境に

問題があるのではないかという先入観を持って，いじめの被害を訴えている子が精神的に追い込

まれている原因ないし責任を，いじめの被害に遭い心身の苦痛を訴えている子やその保護者に押

し付けてしまう事例が後を絶たない。 

もちろん，家族関係や家庭環境の調査はしなくて良いということではない。あくまでも，これ

らの調査を行うのは，いじめの実態や再発防止策に関わる諸所の問題点が明らかになり，いじめ

の被害を訴えている子やその保護者の不安が解消された後でなければならないということであ

る。子供の切実な訴えをきちんと受け止めず，その子供の家族に責任を転嫁し，学校の大人たち

の立場や都合を守ろうとするいじめ対応及び調査の在り方は断じて許されない。 

以上の趣旨から，次の事項について請願する。 

 

請願事項 

１ 次の事項について，関係条例及び関係規定に追加すること。 

（１）いじめ対応及び調査に係る職員又は調査委員は，いじめの実態や再発防止に関わる諸所の

問題点が明らかになる前に，いじめの被害を訴えている子やその保護者に対し，家族関係や

家庭環境を詮索する聞き取りをしてはならない。 

（２）いじめ対応及び調査に係る職員又は調査委員は，いじめの被害を訴えている子やその保護

者に対し聞き取りを行う際には，認識のそご，記憶や記録のミス等によるトラブルを防ぐた

めに，保護者の承諾を得た上で，録音又は録画をしなければならない。また，いじめの被害

を訴えている子やその保護者から，録画又は録音することについて承諾を得られない場合は，

聞き取りをしてはならない。 

（３）いじめの対応及び調査に係る職員又は調査委員は，いじめの被害を訴えている子やその保

護者から録音又は録画したデータの確認又は提供を求められた場合は，速やかに応じなけれ

ばならない。 

 

 

 （裏面に続く） 



 

（４）いじめの重大事態にあって，いじめの被害を訴えている子の保護者から，子や自身に対す

る調査の手法や調査に臨む態度又は調査を担当する適性が著しく不適切との指摘があった

場合は，調査を委託する事務を所管する常任委員会は，聞き取り時の録音又は録画したデ

ータを確認した上で，調査委員を罷免するべきか否かについて審議し，出席委員の過半数

をもって，調査を委託する事務に対し，所見を述べなければならない。 

２ 国会及び文部科学省に対し，上記の事項について意見書を提出すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


